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1．はじめに 

氾濫原は魚類の産卵場や稚仔魚の生息場，出水時の魚

類の避難場としての機能を有しており，魚類にとって重

要な役割を果たしてきた 1)．しかしながら，近年の河道

改修等により氾濫原は減少しており，それに伴い氾濫原

に依存して生息する氾濫原依存魚種も激減している．こ

のような中，氾濫原の再生は緊急に対処すべき課題とさ

れているが，堤内地に再生することは難しく，河道内で

ワンドやたまり等の氾濫原的な一時的水域(以下，氾濫原

水域)を保全・創出することが一つの対策として有効であ

ると言われている 2)． 

本研究の対象河川である菊池川でも，氾濫原水域が減

少していることが定量的に明らかにされ 3)，氾濫原依存

種であるタナゴ類等の氾濫原依存魚種の減少が指摘され

ている．このような中，菊池川では現在流下能力向上の

ために実施されている高水敷切り下げ工事と同時に氾濫

原依存魚種の保全を目的として試験的にワンドが造成さ

れた．氾濫原依存魚種の保全のためには，今後もワンド・

たまり等の氾濫原水域の造成が必要であり，持続的に氾

濫原依存魚種の保全に寄与する氾濫原水域を造成してい

く必要がある．そのためには，氾濫原水域の氾濫原依存

魚種の生息場としての機能を明らかにしておく必要があ

る．そこで本研究では，菊池川における氾濫原依存種保

全に配慮した河川整備を行うための基礎知見を蓄積する

ため，氾濫原水域の氾濫原依存魚種の生息場しての機能

を氾濫原依存魚種の生活史も考慮しながら，季節的変化

を含め明らかにすることを目的とする． 

 

2.  方法 

2.1 対象水域 

 熊本県菊池川（流路延長 71km，流域面積 996km2）に

おいて氾濫原依存魚種の生息が確認されている河口から

14～38kmの区間をセグメント2-1とし研究対象区間とし

た．河口から 7.6km 地点における造成ワンド 3 ヶ所 W1，

W2，W3，また，30km地点における天然ワンド 1ヶ所Ｓ8，

38km地点にある天然ワンドＳ9，たまり 1ヶ所Ｓ10の合 

計 6地点を調査水域とした(図-1)． 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，対象とした造成ワンドＷ1，Ｗ2，Ｗ3は 2013年

3 月に完成した砂州尻ワンドであり，その他調査水域に

関してもタイプ別(表-１)に分類した 4)． 

 

2.2  調査方法 

 造成ワンドの氾濫原依存魚種の生息場としての機能を

把握するため，2016年 7月（夏），2016年 11月（秋）に

魚類調査を行った．魚介類は電気ショッカー及び鋤簾を

用いて採捕しその場で同定を行い，魚類ごとに写真撮影

した画像から計数及び標準体長の計測を行った．水質・

物理環境について，水質は，各調査地点と本川において，

水質計(HORIBA U-52G)を用いて，水温，pH，DO，EC，濁

度を測定し，採水試料については実験室に持ち帰り SS，

VSS を分析した．河岸植生に関しては氾濫原水域の水際

の割合を目視で読み取り求めた．底質は河床にコドラー

ト 50cm×50cmを設置し，礫・大礫・中礫・細礫・砂の割

合を目視により読み取った． 

 

3.  結果及び考察 

 夏季・秋季の調査で確認された魚種及び 2016年 1月(冬

季)に確認された魚種を表-2 に示す．研究室において菊

池川の研究が継続的に行われているため，2016年 1月（冬

季）のデータを使用した． 

タイプ 出現場所 主流路との接続 開口部の向き
Ｗ1 砂州尻ワンド 下流側
Ｗ2 砂州頭ワンド 上流側
Ｗ3 砂州尻ワンド 下流側
Ｓ8 砂州中腹ワンド 対岸側
Ｓ9 砂州尻ワンド 下流側
Ｓ10 砂州たまり 孤立

砂州上
接続

表-1 氾濫原水域のタイプ分類 

W1 W2 W3 

S8 

S9 S10 

図-１ 菊池川の対象水域 
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菊池川の氾濫原水域において魚類

23種，うち氾濫原依存種 13種，絶滅

危惧種 8種確認された．図-2に氾濫原

依存種とそれ以外に確認された魚類

の平均種数を示す．氾濫原依存種数に

ついて，地点及び季節を 2要因とする

差の検定を行った結果，有意差は検出

されなかったが，地点別では，S10（砂

州たまり）の氾濫原依存種数が他の地

点と比べ多く，S8（砂州頭ワンド）は

少ない傾向がみられ（図-2），季節別

には W1，W2，W3及び S9で冬よりも夏，

秋の方が多い傾向がみられた（図-3）．

種毎にみると，アリアケスジシマドジ

ョウ（環境省絶滅危惧Ⅱ類）は夏に確

認される地点が多く，氾濫原水域を産卵場として利用し

ている可能性が示唆された．タナゴ類については， S9

（砂州尻ワンド），S10（砂州たまり）で比較的多くの個

体が確認されたが，W1（砂州尻ﾜﾝﾄﾞ）では確認されてお

らず，氾濫原の形態（タイプ）により生息状況が異なる

ことが示唆された． 

 

4．まとめと今後の課題 

 本研究では菊池川における氾濫原依存種保全に配慮し

た河川整備を行うための基礎知見を蓄積するため，氾濫

原水域の氾濫原依存魚種の生息場しての機能を季節的変

化を含め把握した．今後，環境要因等との関係を検討し

示していく予定である． 
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表-2 確認魚種 

 

＊)氾濫原依存種 冬：2016.1、夏：2016.7、秋：2016.11 

 
図-2 地点別の出現種数 

 

図-3 季節別の出現種数 
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